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●天：文　慢　筆　・
　　　　　　　　　韓退之の「三星行」
　　　　　　　　　　　（野　　尻　　抱　　影）
　予期之は言ふまでもなく樽代の文豪で，李白杜甫の後を承け，白樂天と拉
び構せられナこ人である・天文に關する詩で，僕の撃つナこところでは，李白
に最も多く，杜甫白望地之れに次ぎ，三聖之は最も少ないが，此の詩「三星
行」はAstrology（九星術）を皮肉り，自分の蓮命を嘆じナこもので，面白い。
多少晦澁なので書き下ろしにして，課を添へてみナこ．
　我が生の辰（£）．月，南斗に宿し，牛㈲その角を奮ひ，箕（9）その口を張
　りぬ．牛は箱㈲に服するを下す，斗は酒i漿（ししううや）を揖（ぢ）せす．箕（e）ひ
　とり紳嬢あり，時として簸揚（はや　う）を停むるなし．善無きも名すでに聞こ
　え，悪無きも罪すでに謹（£ん）す，口恥相乗除，得失少しく隣りあり．三星
　各㌃天に在り，什伍（忌つ東西に陳㈲す．嵯働汝，牛と斗と，海猫り帥（£）
　なる能はざるか．
　（意味）私が生まれた時は月が南斗宿（射手座のζTσのy等）に宿り，東
　に牛宿（山羊座のαβYζ・・等）が角を奮ひ，西に箕宿（射手座のγδ・　’n）
　の四時形が口を開いナこ形になってゐナこ・牛とはいふが名ばかりで車（箱）
　を曳いてみる様子もない．斗は桝であるが，酒を担（く）まない．t：　S“箕宿ば
　かりは中耳があって，箕（み）といふ名に相馨しく，時々あふられる様に動
　いて止まない．それが私の中ぶらりんの運命を象徴してみる．私は善い
　行ひをやつナこ事はないが，名が天下に聞えてみるし．悪い事をしないが，
　わいわい非難されてるる．そこで善名と悪難とを乗除してみると．得が
　少く損が多い．私が生れナこ時には斗，牛，箕の三星宿が縦横（什伍）東西
　に並んでゐナこといふのに，あ・，汝牛と斗とは盤を示さす．箕ばかりに
　支配されて，絶えず身が落ちつかすに悪口ばかり言はれてるる．
　此の他．韓退之には「月蝕の詩」といふ長篇がある．盧全といふ詩人が月
蝕に擬して逆臣を三つナこ詩に微つナこもので，『月形は白盤の如く，完完とし
て天束より上る．忽然物あり三って之を轍㈲ふ，知らす是れ何の最ぞ」な
ぞいふ面白い句で始まる．機會がある人は一讃の償値があるだらうと思
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